
広報 62013
平成25年

CONTENTS

●議会だより･････････････････ 2
●トピックス･････････････････ 4
●公民館情報･････････････････ 6
●図書館情報･････････････････ 7
●お知らせ･･･････････････････ 8
●情報スクランブル･･････････ 10 た

っ
こ
王
子

たっこにんにく
イメージキャラクター

田子分署に救急車「熊さん号ＰａｒｔⅤ」が導入さ
れました。

安心できる暮らしの
大きな味方
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★
施
政
方
針
に対

す
る
質
問

◎
過
疎
対
策
に
つ
い
て

①
若
者
定
住
促
進
住
宅
等
入
居

支
援
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。
ま
た
、
空
き
家
対
策

は
こ
れ
に
関
連
し
た
も
の
か
お

考
え
を
伺
い
ま
す
。

▼
山
本
町
長

　

若
者
定
住
促
進
住
宅
に
入
居

し
て
い
る
世
帯
は
８
世
帯
で
19

人
、
民
間
ア
パ
ー
ト
に
入
居
し

て
い
る
世
帯
は
５
世
帯
で
８
人
。

そ
の
う
ち
他
市
町
村
か
ら
の
転

入
者
が
12
世
帯
の
25
人
で
、
効

果
が
あ
っ
た
と
確
認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
対
策
に
つ
い

て
は
、
放
置
家
屋
も
見
受
け
ら

れ
、
所
有
者
に
対
し
て
適
正
管

理
の
勧
告
等
が
必
要
な
こ
と
か

ら
、「
田
子
町
空
き
家
の
適
正
管

理
に
関
す
る
条
例
」
の
制
定
の

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

併
せ
て
、
空
き
家
の
情
報
を

求
め
る
Ｉ
タ
ー
ン
者
等
に
対
し

て
空
き
家
情
報
を
提
供
す
る
空

き
家
デ
ー
タ
バ
ン
ク
事
業
も
調

査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

②
住
環
境
に
つ
い
て
方
針
を
伺

い
ま
す
。

▼
山
本
町
長

　

住
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

景
気
回
復
に
よ
る
雇
用
の
場
の

創
出
等
が
影
響
し
ま
す
の
で
経

済
の
動
向
等
を
注
視
し
て
、
ま

た
、「
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計

画
」
の
制
定
を
踏
ま
え
て
若
者

定
住
促
進
住
宅
や
空
き
家
の
利

活
用
等
総
合
的
な
検
討
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
産
業
に
つ
い
て

①
一
次
産
業
の
２
つ
の
再
生
協

議
会
の
役
割
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

▼
山
本
町
長

　
「
田
子
町
地
域
農
業
再
生
協

議
会
」
は
、
米
の
所
得
補
償
交

付
金
や
水
田
活
用
の
所
得
補
償

交
付
金
等
の
推
進
事
務
を
中
心

に
行
っ
て
お
り
、
担
い
手
の
育

成
確
保
や
農
地
の
利
用
集
積
に

関
す
る
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、「
田
子
町
林
業
再
生

協
議
会
」
は
、
林
業
経
営
と
森

林
整
備
技
術
に
つ
い
て
の
会
員

相
互
の
情
報
交
換
や
林
業
の
担

い
手
対
策
等
を
協
議
し
、
研
修

会
や
関
係
機
関
・
団
体
等
へ
の

陳
情
を
実
施
し
ま
す
。

②
た
っ
こ
に
ん
に
く
へ
の
効
果

的
な
支
援
対
策
を
伺
い
ま
す
。

▼
山
本
町
長

　

生
産
振
興
対
策
と
し
て
、
に

ん
に
く
収
穫
機
等
の
機
械
設
備

の
導
入
に
つ
い
て
、
県
補
助
金

に
上
乗
せ
補
助
を
実
施
し
、
生

産
農
家
が
導
入
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。
土
づ

く
り
対
策
と
し
て
は
、
土
壌
診

断
、
に
ん
に
く
用
マ
ル
チ
の
処

分
等
へ
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

病
害
虫
対
策
で
は
、
発
生
情
報

や
防
除
対
策
情
報
な
ど
の
農
家

へ
の
的
確
な
伝
達
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
加
工
・
販
売
対
策
と

し
て
は
、
信
頼
と
品
質
を
高
め

る
マ
ー
ク
と
し
て
、
よ
り
よ
い

表
示
の
仕
方
に
つ
い
て
検
討
、

実
践
を
し
て
い
き
ま
す
。

③
増
殖
事
業
の
財
務
分
析
が
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

▼
山
本
町
長

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
育
種
増

殖
事
業
に
係
る
経
費
の
負
担
方

法
や
農
家
へ
の
供
給
価
格
の
考

え
方
な
ど
検
討
が
必
要
で
あ
り
、

収
支
計
画
が
ま
だ
で
き
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

新
年
度
か
ら
２
カ
年
に
渡
り
、

生
育
状
況
の
調
査
・
選
抜
を
進

め
、
種
苗
登
録
を
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

増
殖
の
た
め
の
委
託
栽
培
を
進

め
、
生
産
農
家
へ
の
分
譲
は
平

成
29
年
を
目
標
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

病
気
に
強
い
優

良
種
子
を
安
心
し

て
栽
培
、
安
定
し

て
供
給
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

 
平
成
25
年
３
月
定
例
会

　

平
成
25
年
３
月
８
日
か
ら
15
日
ま
で
の
８
日
間
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
た
３
月
定
例
会
で
は
、
平
成
25
年
度
の
町
長
の
施
政
方

針
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問
に
は
尾
形

議
員
が
登
壇
し
、
住
環
境
を
含
む
過
疎
対
策
や
農
林
業
の
振
興

策
等
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

※
掲
載
は
要
旨
の
み
、
全
文
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●山本晴美町長

●尾形憲男議員

議会だより　
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◎
文
化
財
の
保
存
等
に
つ
い

て①
補
助
事
業
の
中
身
と
制
作
方

法
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

▼
山
本
町
長

　

補
助
事
業
を
活
用
し
な
が
ら

田
子
神
楽
と
田
子
町
の
魅
力
を

発
信
す
る
取
り
組
み
を
考
え
て

い
ま
す
。
県
市
町
村
振
興
協
会

の
支
援
事
業
費
の
助
成
金
を
利

用
し
、
上
限
額
４
０
０
万
円
を

当
初
予
算
案
に
計
上
し
て
い
ま

す
。

　

制
作
方
法
は
、
田
子
高
校
郷

土
芸
能
部
の
活
動
を
中
心
に
、

田
子
神
楽
と
田
子
町
の
魅
力
Ｐ

Ｒ
番
組
を
番
組
制
作
会
社
に
委

託
す
る
予
定
で
す
。

　

30
分
程
度
の
テ
レ
ビ
番
組
と

し
全
国
放
送
に
向
け
る
と
と
も

に
、
番
組
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
編
集
し
、

近
隣
の
小
中
学
校
に
配
布
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

事
業
効
果
と
し
て
は
、
田
子

町
の
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て

活
用
・
発
展
さ
せ
、
地
域
活
性

化
、
そ
し
て
田
子
高
校
の
Ｐ
Ｒ

に
つ
な
げ
て
い
け
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

②
今
後
の
方
針
を
伺
い
ま
す
。

▼
山
本
町
長

　

今
後
に
お
け
る
文
化
財
の
保

存
・
伝
承
活
動
に
つ
い
て
は
、

先
人
た
ち
か
ら
の
貴
重
な
伝
統

文
化
、
田
子
人
の
誇
り
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。

　

田
子
神
楽
後
継
者
養
成
講
座

の
継
続
実
施
、
新
た
に
文
化
財

史
の
発
行
等
、
関
係
団
体
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
今
後

も
文
化
財
の
保
護
、
伝
承
活
動

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
に
つ
い
て

①
高
齢
者
見
守
り
対
策
の
調
査

結
果
と
対
応
、
介
護
予
防
と
訪

問
介
護
事
業
の
整
合
性
は
ど
ん

な
形
に
す
る
の
か
。

　

ま
た
、
民
間
企
業
と
の
す
み

分
け
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か

伺
い
ま
す
。

▼
山
本
町
長

　

昨
今
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
等
の
孤
独
死
が
多
く
な
っ
て

き
て
い
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
町
職
員
が
町
内
全
世
帯
を

訪
問
し
、
見
守
り
が
必
要
な
高

齢
者
等
の
把
握
、
併
せ
て
町
に

対
す
る
要
望
も
調
査
し
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
自
治
会
等
の
関
係
機
関
と

早
急
に
協
議
し
、
介
護
予
防
事

業
や
訪
問
看
護
事
業
へ
の
活
用

が
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
民
間

事
業
者
と
の
情
報
共
有
は
可
能

か
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

②
保
健
医
療
福
祉
等
対
策
協
議

会
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

▼
山
本
町
長

　

健
康
づ
く
り
、
母
子
保
健
、

医
療
保
険
、
高
齢
者
福
祉
、
障

害
者
福
祉
、
児
童
福
祉
及
び
介

護
保
険
等
の
総
合
的
な
対
策
を

構
築
し
、
推
進
し
て
い
く
も
の

で
す
。

　

町
の
各
協
議
会
の
上
部
組
織

と
し
て
位
置
付
け
る
も
の
で
す
。

◎
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

導
入
推
進
事
業
に
つ
い
て
計

画
を
伺
い
ま
す

▼
山
本
町
長

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
県
等

を
対
象
と
し
て
、
助
成
を
受
け

て
実
施
す
る
も
の
で
す
が
、
当

町
は
、
太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池

を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

来
年
度
に
町
の
指
定
避
難
所
３

カ
所
、
中
央
公
民
館
、
上
郷
公

民
館
及
び
田
子
小
学
校
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
屋

根
も
し
く
は
地
上
等
の
設
置
場

所
を
確
定
す
る
た
め
の
業
務
委

託
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
環
境
省
が
実

施
す
る
「
風
力
発
電
等
環
境
ア

セ
ス
メ
ン
ト
基
礎
情
報
整
備
モ

デ
ル
事
業
対
象
エ
リ
ア
」
の
候

補
地
と
し
て
希
望
し
て
い
ま
す
。

　議会だより

田
子
神
楽
後
継
者
養
成
講
座
。
下
は
発
表
会
の
様
子

今
年
も
全
国
高
総
文
に
出
場
す
る

田
子
高
校
郷
土
芸
能
部
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は
１
１
０
０
㎏
で
、
そ
の
う
ち

可
燃
ご
み
が
１
１
０
㎏
、
不
燃

ご
み
が
９
９
０
㎏
で
し
た
。

長
年
の
功
績
に
厚
生
労
働

大
臣
特
別
表
彰

　

４
月
19
日
、
せ
せ
ら
ぎ
の
郷

で
、
山
本
晴
美
町
長
か
ら
堀
勝

子
さ
ん
（
71
・
南
風
張
）
に
厚

生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。
堀
さ
ん
は
、
昭

和
55
年
12
月
に
民
生
委
員
に
就

任
し
て
か
ら
、
平
成
24
年
４
月

ま
で
の
31
年
４
カ
月
に
わ
た
り

地
域
の
福
祉
向
上
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
長
年
の
功
績
を

称
え
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

技
術
を
学
ん
で
安
全
作
業

～
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会
～

　

４
月
23
日
、
矢
田
郎
地
区
で

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会
が
行
わ

ー
を
使
っ
て
木
を
切
り
技
術
を

学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
町
で
は
初
の

開
催
と
な
り
、
参
加
者
ら
は

「
町
内
で
開
催
し
て
く
れ
て
助

か
っ
た
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
、
実
り
あ
る
講
習
会
と
な
っ

た
よ
う
で
し
た
。

防
災
の
気
概
を
示
し
た
消

防
団
～
観
閲
式
～

　

４
月
29
日
、
南
部
町
を
主
会

場
に
平
成
25
年
度
三
戸
地
区
消

防
連
絡
協
議
会
観
閲
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
南
部
町
、
三
戸
町
、

田
子
町
の
消
防
団
員
ら
は
、
観

閲
者
や
地
域
住
民
に
堂
々
と
し

た
力
強
い
分
列
行
進
を
披
露
し
、

地
域
防
災
の
決
意
を
示
し
ま
し

た
。

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
田
子
町

林
業
再
生
協
議
会
（
畠
山
嘉
昭

会
長
）
の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、

林
材
業
安
全
技
能
師
範
の
小
田

桐
久
一
郎
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

同
協
議
会
員
や
町
内
の
土
木
関

係
者
ら
約
20
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
中
央
公
民
館
を
会

場
に
、
草
刈
り
に
使
う
刈
払
機

や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
取
り
扱
い

に
関
す
る
学
科
講
習
が
行
わ
れ
、

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
や
機
材
を
用

い
て
基
本
的
な
操
作
や
整
備
の

仕
方
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
矢
田
郎
地
区
の
民

有
林
へ
移
動
し
て
実
技
講
習
が

行
わ
れ
、
小
田
桐
さ
ん
に
教
わ

り
な
が
ら
実
際
に
チ
ェ
ー
ン
ソ

　

式
典
で
は
功
労
団
員
の
表
彰

や
、
ま
と
い
振
り
演
技
、
ポ
ン

プ
操
法
と
い
っ
た
訓
練
が
行
わ

れ
た
後
、
八
戸
地
域
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
の
小

向
洋
一
消
防
長
が
「
端
正
な
服

装
か
ら
凛
と
し
た
消
防
精
神

が
、
威
風
堂
々
の
行
進
か
ら
は

三
戸
地
区
消
防
団
の
気
概
を
感

じ
さ
せ
た
」
と
講
評
を
述
べ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
式
典
後
に
は
玉
落
と

し
競
技
が
行
わ
れ
、
田
子
町
消

防
団
は
多
く
の
分
団
が
３
位
以

内
に
入
賞
し
輝
か
し
い
成
績
を

収
め
ま
し
た
。
特
に
第
５
分
団

（
石
亀
・
茂
市
）
は
、
自
動
車

消
防
ポ
ン
プ
の
部
で
２
連
覇
を

達
成
し
ま
し
た
。

　

田
子
町
消
防
団
の
受
賞
者
と

各
競
技
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

●
表
彰

青
森
県
知
事
表
彰

◎
永
年
勤
続
功
労
章

▽
分
団
長　

平
山
富
男
▽
副
分

団
長　

椛
本
昌
彦
▽
部
長　

岡

田
親
和

消
防
庁
長
官
表
彰

◎
表
彰
旗　

田
子
町
消
防
団

◎
永
年
勤
続
功
労
章

▽
副
団
長　

村
木
勉

協
力
し
て
地
域
美
化
活
動

～
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
～

　

４
月
14
日
、
町
内
全
域
で
町

民
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
集
落
で

は
、
地
域
の
方
々
が
早
朝
か
ら

ス
コ
ッ
プ
や
ほ
う
き
を
手
に
、

道
路
の
ご
み
拾
い
や
側
溝
の
泥

上
げ
な
ど
の
清
掃
活
動
を
し
、

協
力
し
て
地
域
の
美
化
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

翌
15
日
、
各
集
落
で
集
め
ら

れ
た
ゴ
ミ
は
田
子
町
建
設
業
協

会
（
三
浦
良
一
会
長
）
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
収
集
さ
れ
、

三
戸
地
区
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ま
で
運
搬
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作

戦
で
集
め
ら
れ
た
ご
み
の
総
量

受賞した堀さん

威風堂々の分列行進

協力して道路掃除（道前地区）

アドバイスを受けながら木を切る受講生

トピックス　



5

第
３
位　

田
子
町
消
防
団
第
８

分
団

◎
玉
落
と
し
競
技

小
型
消
防
ポ
ン
プ
の
部

▽
第
１
回
目　

第
２
位　

第
１

分
団
16
・
６
秒
（
放
水
員　

遠

藤
忠
夫
）
▽
第
２
回
目　

第
３

位　

第
５
分
団
26
・
５
秒
（
放

水
員　

日
向
勝
）

自
動
車
消
防
ポ
ン
プ
の
部

▽
第
２
回
目　

第
３
位　

第
４

分
団
18
・
０
秒
（
放
水
員　

山

沢
稔
）
▽
第
３
回
目　

第
１
位

第
５
分
団
22
・
６
秒
（
放
水
員

簗
田
隆
典
）
※
簗
田
さ
ん
は
２

連
覇
▽
同　

第
３
位　

第
３
分

団
38
・
４
秒
（
放
水
員　

宮
永

和
照
）
▽
第
４
回
目　

第
３
位

第
２
分
団
２
分
36
秒
（
放
水
員

土
川
仁
）
▽
第
５
回
目　

第
２

戸
市
に
本
社
の
あ
る
熊
さ
ん
株

式
会
社
（
杉
本
忠
雄
代
表
取
締

役
社
長
）
が
八
戸
地
域
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
（
小
林
眞
管

理
者
）
に
寄
贈
し
、
田
子
分
署

に
配
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

熊
さ
ん
株
式
会
社
で
は
「
当

社
の
商
品
は
生
き
て
い
る
お
客

様
に
消
費
し
て
い
た
だ
き
利
益

に
な
る
。
そ
の
お
客
様
の
命
を

守
る
に
は
救
急
車
が
必
要
」
と

考
え
、
平
成
６
年
か
ら
寄
贈
を

は
じ
め
て
今
回
で
５
台
目
と
な

り
ま
す
。

　

杉
本
代
表
取
締
役
社
長
か
ら

ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ー
を
受
け
と
っ

た
小
林
管
理
者
は
「
救
急
業
務

に
対
す
る
ご
支
援
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
地
域
住
民
の

安
全
安
心
の
確
保
の
た
め
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
述
べ
、

位　

第
１
分
団
32
・
５
秒
（
放

水
員　

田
沼
博
文
）

消
防
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
!!

　

町
で
は
、
消
防
団
員
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
町
内
に
居

住
ま
た
は
勤
務
す
る
18
歳
以
上

の
健
康
な
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
入
団
で
き
ま
す
。
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
一
緒
に
活
動
し

ま
せ
ん
か
？

問
役
場
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
20
‐
７
１
１
１

町
の
安
心
を
守
る
熊
さ
ん

号
　

５
月
９
日
、
三
戸
消
防
署
田

子
分
署
で
救
急
車
の
寄
贈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
八

感
謝
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
「
熊
さ
ん

号
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅴ
」
に
は
、
人
工

呼
吸
器
や
自
動
式
心
マ
ッ
サ
ー

ジ
器
な
ど
多
く
の
救
急
資
機
材

が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、
救
命
現

場
で
の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ

れ
ま
す
。

田
子
地
域
大
学
が
芸
能
祭

の
収
益
金
を
寄
付

　

４
月
上
旬
、
田
子
地
域
大
学

が
、
３
月
下
旬
に
タ
プ
コ
ピ
ア

ン
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
た
第
５
回

田
子
町
芸
能
祭
の
収
益
金
を
、

田
子
高
等
学
校
郷
土
芸
能
部
と

社
会
福
祉
法
人
田
子
町
社
会
福

祉
協
議
会
に
活
動
支
援
金
と
し

て
寄
付
し
ま
し
た
。
同
大
学
は

平
成
22
年
か
ら
芸
能
祭
の
収
益

金
を
田
子
高
等
学
校
な
ど
に
寄

付
し
て
お
り
、
今
回
で
４
回
目

の
寄
付
と
な
り
ま
す
。

青
森
県
消
防
協
会
長
表
彰

◎
功
労
章

▽
分
団
長　

中
平
周
治
▽
分
団

長　

冷
清
水
清
峰
▽
副
分
団
長

大
向
正
悦
▽
部
長　

田
中
祥
夫

▽
部
長　

中
山
喜
仁
▽
団
員　

穂
積
伸
悦
▽
団
員　

沢
田
道
雄

◎
勤
功
章

▽
副
分
団
長　

山
本
一
二
三
▽

副
分
団
長　

川
端
文
雄
▽
副
分

団
長　

簗
田
浩
良

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

◎
勤
続
章

▽
分
団
長　

中
平
周
治
▽
分
団

長　

内
條
都
雄
▽
分
団
長　

冷

清
水
清
峰
▽
副
分
団
長　

大
向

正
悦
▽
部
長　

田
中
祥
夫
▽
部

長　

中
山
喜
仁
▽
団
員　

穂
積

伸
悦
▽
団
員　

沢
田
道
雄

三
八
地
区
消
防
協
会
長
表
彰

◎
紺
黄
竿
頭
綬　

第
１
分
団

◎
顕
功
章

▽
副
分
団
長　

山
本
一
二
三
▽

副
分
団
長　

川
端
文
雄
▽
副
分

団
長　

堀
合
政
孝

◎
精
績
章

▽
班
長　

山
蔭
哲
也
▽
班
長　

飯
原
晃
▽
班
長　

原
正
男
▽
班

長　

菊
地
範
晃
▽
班
長　

澤
口

順
一
▽
団
員　

伊
藤
一
夫

●
競
技
の
結
果

◎
中
継
送
水
競
技

第５回田子町芸能祭

優勝した第５分団

ゴールデンキーを渡す杉本社長（左）

　トピックス
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公民館情報

第65回三戸郡総合体育大会のお知らせ
　６月８日（土）～９日（日）の２日間、五戸町を
主会場に第65回三戸郡総合体育大会が開催されま
す。今回、田子町は選手団総勢１９４名が15種目に
参加する予定となっております
　今大会は、６町村による町村対抗で全種目が行わ
れます。前回大会では、相撲競技が団体戦９連覇、
弓道競技が２連覇を飾り、総合で５位となりました
が、今回はさらに優勝種目を増やして、総合の部上
位入賞を目指します。
　町民皆様のご声援よろしくお願いいたします。
　日程については、次のとおりです。

■行事等に関するお問い合わせは、田子町教育委員会スポーツ・社会教育グループ（☎２０－７０７０）
　または上郷公民館（☎３３－１８１１）までお願いします。

みんなでチャレンジ
公民館講座のお知らせ
●ヨガ健康講座
▽とき　６月13日（木）午後７時～９時
▽ところ　中央公民館和室
▽受講料　無料
▽持ち物　バスタオル、タオル等
※動きやすい服装で参加してください。

●神楽講座
▽とき　６月14日・28日（金）午後７時～９時
▽ところ　中央公民館ホール、和室
▽対象　小中学生及び高校生

●花の寄せ植え講座
▽とき　６月16日（日）午前10時～正午
▽内容　夏に向けての花の寄せ植え
▽ところ　中央公民館　駐車場
▽受講料　1,500円（参加費、材料代込）
▽持ち物
　移植ベラ、手袋
▽申し込み方法
　６月10日（月）ま
でに電話で連絡をお
願いします。

（☎２０－７０７０）

●水曜わんぱくじゅく
▽とき　６月19日（水）午後３時30分～（予定）
▽内容　マイはしづくり
▽ところ　上郷公民館　研修室

●フラワーアレンジメント講座
▽とき　６月25日（火）午後７時～９時
▽内容　　寄せ植え③
▽ところ　上郷公民館　研修室
▽材料代　2,000円～3,000円程度
▽持ち物　花ばさみ、移植ベラ、カッター等

●生花講座
▽とき　６月21日（金）午後６時30分～９時
▽ところ
　中央公民館研修室
▽受講料
　１回1,000円程度
　（材料代込）
▽持ち物
　花ばさみ、
　カッター等

№ 競技種目 開催場所 競技開始時刻

1 陸上競技 南部町ふるさと運動
公園陸上競技場  ９日 9:45

2 バスケット
ボール 南部町民体育館  ８日 14:00

 ９日 9:30

3 軟式野球 五戸町ひばり野公園
野球場

 ８日 13:30
 ９日 9:00

4 バレーボール 五戸町立五戸中学校
２階体育館  ９日 9:00

5 卓　球 五戸町立蛯川小学校
体育館  ９日 9:00

6 ソフトテニス
五戸町ひばり野公園
テニス場（雨天時：
五戸ドーム）

 ９日 9:00

7 相　撲 五戸町立倉石中学校
相撲場  ９日 13:00

8 弓　道 五戸町立公民館体育
センター  ９日 10:30

9 柔　道 五戸町立五戸中学校
１階体育館  ９日 9:00

10 剣　道 五戸町立五戸中学校
１階体育館  ９日 10:00

11 サッカー 五戸町ひばり野公園
サッカー場

 ８日 14:00
 ９日 9:00

12 バドミントン 倉石スポーツセンター  ９日 9:00

13 ボウリング ゆりの木ボウル  ９日 9:00

14 家庭婦人バレー
ボール

五戸町立倉石中学校
体育館  ９日 9:00

15 ゲートボール 五戸ドーム  ８日 10:00

16 グラウンド・
ゴルフ 五戸町小渡平公園  ９日 9:30
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●人生訓
▽できることを少しずつ／香山リ

カ／159カ
▽心に響く小さな５つの物語／藤

尾秀昭／159フ
●歴史
▽東北・蝦夷の魂／高橋克彦／

212タ
●健康
▽体の調子をととのえる健康常備

おかず／498フ
▽今日から使える漢方薬のてびき

／499イ
●料理・お菓子作り
▽みんなの夜９時ごはん／植木も

も子／596ウ
▽食べる野草図鑑／岡田恭子／

596オ
▽ホーローバットで作るうちのお

菓子／596ホ
●歴史・時代小説
▽八重の桜２／五十嵐佳子／913

イ
▽妻は、くノ一／風野真知雄／

913カ
▽星影の女／妻は、くノ一２／風

野真知雄／913カ
▽再会／交代寄合伊那衆異聞18 ／

佐伯泰英／913サ
▽よっ、十一代目！／鎌倉河岸捕

物控22 ／佐伯泰英／913サ
▽つくもがみ、遊ぼうよ／畠中恵

／913ハ
▽百年桜／藤原緋沙子／913フ
▽五二屋傳蔵（ぐにやでんぞう）

／山本一力／913ヤ
●ミステリー・警察小説
▽珈琲店タレーランの事件簿２／

岡崎琢磨／913オ
▽怪盗探偵山猫／２，３／神永学／

913カ
▽夢幻花／東野圭吾／913ヒ
●そのほかの小説など
▽正義のセ／２，３／阿川佐和子／

913ア
▽はだかんぼうたち／江國香織／

913エ
▽心／姜尚中／913カ
▽わりなき恋／岸恵子／913キ
▽また次の春へ／重松清／913シ
▽ローカル線で行こう！／真保裕

一／913シ
▽色彩を持たない多崎つくると、

彼の巡礼の年／村上春樹／913
ム

▽手のひらの砂漠／唯川恵／913
ユ

６月は１人10冊まで貸出します

●平成24年度図書館統計
　図書館を利用した方、貸し出され
た本の冊数は、前年度より減少しま
した。今年度は図書館をどうぞご利
用ください。
▼蔵書冊数　34,848冊
・児童書　11,763冊
・一般書　23,085冊
▼入館者数　合計10,027人
　（前年度比　－999人）

▼貸出冊数　合計24,368冊 
　（前年度比　－1,303冊）
▽曜日別
・最多貸出曜日　水曜日
　（１日平均　140冊）
・最少貸出曜日　金曜日
　（１日平均　88冊）
▽月別
・最多貸出月　４月
　（１日平均　146冊）

・最少貸出月　８月
　（１日平均　72冊）
▼本の予約冊数　

760冊
  （前年度比 －131冊）
▼本のリクエスト冊数

　723冊
　（前年度比　＋２冊）

●蔵書点検休館日のお知らせ
　６月19日（水）から６月23日

（日）までは図書館蔵書点検（本の
棚卸し）のため休館日とさせていた
だきます（図書館おやすみカレンダ
ー参照）。ご不便をおかけしますが

どうぞご了承ください。
　休館日が続くため、６月１日（土）
から６月16日（日）までは１人10
冊まで貸出冊数を増やします。どう
ぞたくさんの本をご利用ください。

●園芸・ガーデニングの本特集
　図書館の本を参考に、素敵な庭作
りを楽しみませんか？
○オープンガーデンを訪ねて学ぶ美
しい花の庭づくり

○これからの雑木の庭
○木陰の庭を楽しむ！
○緑のカーテンのつくり方
○手間いらずの庭づくり
○自分でつくるおしゃれで小さな庭

図書館情報

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
〜
土 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

日
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・
第
４
木

曜
日
（
館
内
整
理
日
）

田
子
町
立
図
書
館 

☎
20
‐
７
２
２
１

６
月
の
図
書
館
行
事

▼
６
／
１
（
土
）
～
６
／
16
（
日
）

１
人
10
冊
ま
で
貸
出

▼
６
／
５
（
水
）
午
前
10
時

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
紹
介
／
せ
せ
ら
ぎ
の
郷

▼
６
／
８
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ

お
り
が
み
で
「
カ
エ
ル
」
を
作
ろ
う

▼
６
／
19
（
水
）
～
６
／
23
（
日
）

図
書
館
蔵
書
点
検
休
館
日 ▼色の濃い日が休館日です。

昨年度　田子幼稚園宇宙組
図書館見学の様子
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お知らせ　

■  ６月１日～30日は土砂災害防止月間です！
　青森県内には、約４千箇所もの土砂災害危険箇所が
あります。山や崖がある地域では、強い雨が原因で

「土石流」「地すべり」「がけ崩れ」が起こるおそれがあ
ります。
　昨年度は日本各地で土砂災害が発生し、多くの犠牲
者が出ました。「今まで経験したことのない強い雨が
降っている」ときは、「今まで経験したことのない災
害が起こるかもしれない」と心に留め、正しい危機意
識と早期避難で土砂災害による被害ゼロを目指しまし
ょう。

問役場総務課 ☎２０ー７１１１
問青森県県土整備部河川砂防課砂防グループ
　☎０１７－７３４－９６７０
　参考 URL（青森県ホームページ・平成25年度土砂
　災害防止月間）
　http://www.pref.aomori.lg.jp/kotsu/build/
　H25doshagekkan.html

■  戦没者遺児による慰霊友好親善事業
　日本遺族会では、「戦没者遺児による慰霊友好親善
事業」の参加者を募集しています。これは、先の大戦
で父等を亡くした戦没者の遺児を対象に、父等の戦没
した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を行うとともに、同地域
の住民と友好親善をはかることを目的としています。
　日程等の詳細は下記までお問い合わせください。

問日本遺族会事務局 ☎０３－３２６１－５５２１

■  第55回水道週間
▼スローガン
　「復興の　未来と生命（いのち）　照らす水」
▼期間　６月１日（土）から６月７日（金）まで

　我が国の水道は、今やほとんどの国民が利用できる
までに普及しており、健康で文化的な国民生活や様々
な社会経済活動を支える必要不可欠な生活基盤施設と
なっています。
　一方、総人口が減少に転じ、給水収益は減少の一途
をたどるとともに、事業体職員も減少していき、水道
事業の運営、経営はますます厳しくなっています。そ
の反面、老朽化しつつある施設の更新・再構築、地震
等の災害対策の推進、安全・快適な水の供給の確保等、
水道に求められる水準は一層高まっています。
　特に、平成23年３月11日の東日本大震災を教訓に
して、災害に強い水道づくりや、全国の水道事業者に
よる被災地への広域応急給水・復旧体制整備など、災
害対策、危機管理面は、抜本的な強化が必要です。
　こうした状況を踏まえ、国民各層に対して、水道の
現状や課題について理解を深め、今後の水道事業の取
組について協力を得るために「水道週間」を設け、関
係者が連携して広報活動等
を重点的に実施するもので
す。
　田子町水道事業でも、安
全で良質な水を提供するた
め、施設の整備・老朽化の
更新等を実施します。

■  「田子城を語る会」講演会のお知らせ
▼日時　６月１日（土）午後１時30分～
　　　　６月29日（土）午後１時30分～
▼会場　中央公民館（研修室）
▼講師　馬場　清（田子町文化財保護審議会長）
▼演題　「田子城物語」
　田子城をはじめとする町内の城館はどのような役割
をもっていたのか。当時の状況を解説します。

〈参加の申し込みは不要です。多数のご参加をお待ち
しております〉

▼主催　田子城を語る会
▼後援　田子町、田子町教育委員会、
　　　　田子町文化財保護審議会

■  自動車税の納期内納付のお願い
　自動車税は、７月１日（月）までに、最寄りの金融
機関、郵便局またはコンビニエンスストアで納めまし
ょう。
　納税通知書で自動車税を納付した場合は、領収スタ
ンプの押印を受けますと、納税証明書として利用でき
ます。
　また、インターネット上からクレジットカードを利
用して納付することもできます。その場合は２週間程
度で納税証明書が郵送されます。
　納税証明書は車検の際に必要になりますので、車検
証と一緒に保管し紛失しないようにしましょう。

平成23年３月の東日本大震災により被害を受け、
やむを得ず解体し、抹消登録となった自動車の被
災時の所有者等が、その代替車両として新たに取
得した自動車については、申請により自動車取得
税及び平成25年度までの自動車税が非課税となり
ます。詳しくはお問い合わせください。

問三八地域県民局　県税部　納税管理課
　☎０１７８－２７－５１１１
　内線２０５～２０７、３５６

水道施設見学の様子
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　お知らせ

■  ６月１日～10日は
　「電波利用環境保護周知啓発強化期間」です
　不法電波は人命に関わる重要無線通信を妨害して、
私たちの生活を脅かします。

▼電波の混信・妨害についてのお問い合わせ
　〒980-8795　仙台市青葉区本町３－２－２３
　総務省　東北総合通信局
　相談窓口
　☎０２２－２２１－０６４１
　http://www.soumu.go.jp/
　soutsu/tohoku

■  法務局なんでも相談所開設
▼日時　６月８日（土）午前10時～午後４時
▼場所　青森地方法務局八戸支局
　　　　八戸市根城９－１３－９
▼相談方法　面接
▼相談内容
　土地・建物の登記、土地の境界争い、遺産相続、戸
籍の取扱い、家賃等の供託、借地・借家、遺言、近所
等のトラブル、セクハラ、子どものいじめや体罰問題
など
▼相談担当者
　公証人、司法書士、土地家屋調査士、人権擁護委員、
法務局職員

問青森地方法務局八戸支局総務課
　☎０１７８－２４－３３５１

■  青森財務事務所から講演活動のお知らせ
　東北財務局青森財務事務所では、ご希望のテーマに
応じた講師の派遣による講演活動を行っております。
　地域グループ、学校、町内会、婦人会といった会合
などの機会に、お気軽にご連絡ください（講師料・交
通費などは一切不要）。
▼連絡先　青森財務事務所総務課
　　　　　☎０１７－７２２－１４６１
▼受　付　土・日・祝日を除く
　　　　　午前8:30 ～午後5:00
▼講演テーマ例
　我が国の財政の現状と今後のあり方、最近の経済情
勢、金融犯罪被害にあわないために、中小企業等に対
する金融円滑化など

■  平成25年度第１回労働相談会開催
　労働者と事業主との間に生じた労働条件等に関する
トラブルについて、青森県労働委員会委員が相談に応
じます。
▼日時　７月２日（火）午後１時30分～４時
▼場所　青森県観光物産館アスパム
　　　　青森市安方１－１－４０
▼費用　無料
※詳細等は下記までお問い合せください。

問青森県労働委員会事務局 ☎０１７－７３４－９８３２

■  児童手当を受けている方は忘れずに現況届を！
　６月分以降の児童手当を受けるには、「児童手当現
況届」が必要です。
　現況届は、毎年６月１日の状況を把握し、６月分以
降の児童手当等を引き続き受ける要件（児童の監督や
保護、生計同一関係など）を満たしているかどうかを
確認するためのものです。提出がない場合は、６月分以
降の手当が受けられなくなりますのでご注意ください。
　現在、受給中の方には、現況届の用紙が６月10日ま
でに送付されますので、手元に届いてから提出期限ま
でに提出してください。
▼提出期限　６月28日（金）まで
▼提出場所　役場住民課福祉グループ
▼必要な添付書類　
①請求者が被用者（会社員など）の場合
　健康保険被保険者証の写しなど
②その年の１月１日に田子町に住民登録のなかった方
　前住所地の市区町村長が発行する児童手当用所得証
明書（前年分）
※この他にも必要に応じて提出していただく書類があ
ります。

問役場住民課福祉グループ ☎２０－７１１９

■  平成25年度あおもりウィメンズアカデミー
　「自分にできることを探したい」「地域での活動の幅
を広げたい」「仲間をつくりたい」想いや経験を生かし
て、地域の課題を解決するチカラを身につけませんか？
▼開催地　　青森市、野辺地町、田子町
▼募集人員　各地区10名まで
▼対象　　　県内在住の満20歳以上の女性
▼講座期間　７月～11月（全６回）
▼申込締切　６月21日（金）

問青森県男女共同参画センター
　☎０１７－７３２－１０８５

●広報たっこでは、皆様からの情報提供をお待ちし
ています。紙面に掲載可能な行事などありましたら、
下記までご連絡ください。

　役場政策推進課 ☎２０－７１２７ デンパ君
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●6月3日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●6月4日（火）
　歯みがき指導（田子保育園）午前11:00～正午
●6月5日（水）
　乳児健診（せせらぎの郷）午前9:30～11:30
●6月7日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　歯みがき指導（田子保育園）午前11:00～正午
●6月10日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●6月11日（火）
　若年健診（田子小学校）午前7:15～8:00
●6月12日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前10:00～
●6月13日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30～午後1:00
●6月14日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　歯みがき指導（田子保育園）午前11:00～正午
●6月17日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00

●6月18日（火）
　歯みがき指導（上郷保育園）午前11:00～正午
●6月19日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前10:00～
●6月20日（木）
　なるほど500キロカロリー
　（せせらぎの郷）午前11:00～午後1:00
●6月21日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　なるほど500キロカロリー
　（せせらぎの郷）午前11:00～午後1:00
●6月24日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●6月25日（火）
　幼児健康づくり教室
　（田子幼稚園）午前10:00～11:00
　思春期教室（中１）
　（田子中学校）午後1:35～2:25
●6月26日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前10:00～
●6月27日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30～午後1:00
●6月28日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30

6月の主な保健・介護予防事業予定表

町
の
人
口

平
成
25
年
４
月
30
日
現
在

世帯数／2242（＋１）
人口／6387（＋13）
男／3067（＋10）
女／3320（＋３）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

６
月
２
日
（
日
）
か
ら
８
日

（
土
）
ま
で
の
１
週
間
『
あ
な

た
こ
そ　

無
事
故
を
担
う　

司

令
塔
』
の
標
語
の
も
と
危
険
物

安
全
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
危
険
物
が

入
っ
た
容
器
の
周
囲
に
は
、
燃

え
る
物
を
放
置
し
な
い
。

◎
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
危
険
物
が

入
っ
た
容
器
が
サ
ビ
た
り
漏
れ

て
い
な
い
か
確
認
す
る
。

◎
農
業
用
機
械
の
燃
料
や
オ
イ

ル
類
は
整
理
し
、
空
容
器
を
放

置
し
な
い
。

●
電
話
番
号
変
更
の
ご
案
内

　

平
成
24
年
３
月
か
ら
次
の
電

話
番
号
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

「
緊
急
通
報
フ
ァ
ッ
ク
ス
１
１

９
」（
局
番
な
し
）
１
１
９

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
１
１
９
通
報

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
消
防
情
報
案
内
」

０
１
８
０
‐
９
９
１
‐
８
８
８

　

消
防
出
動
情
報
を
自
動
音
声

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
プ
リ

ペ
イ
ド
式
携
帯
電
話
か
ら
の
ご

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※
消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
は
、「
ウ

ー
ウ
ー
カ
ン
カ
ン
」
が
火
災
、

「
ウ
ー
ウ
ー
」
は
そ
の
他
の
災

害
で
す
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
警
察
官
Ａ
を
募
集
し
ま
す

　

青
森
県
警
察
本
部
で
は
、
警

察
官
Ａ
（
大
卒
程
度
、
男
女
と

も
）
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

◎
受
付
期
間　

５
月
13
日
（
月
）

〜
６
月
21
日
（
金
）

◎
第
一
次
試
験　

７
月
14
日（
日
）

◎
試
験
場
所　

青
森
市

◎
採
用
予
定
人
員　

未
定

◎
受
験
資
格　

昭
和
56
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短

期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た

者
、
ま
た
は
平
成
26
年
３
月
31

日
ま
で
に
大
学
卒
業
す
る
見
込

み
の
者

◎
受
験
手
続
き
、
そ
の
他
の
問

い
合
わ
せ
先

▽
青
森
県
警
察
本
部
警
務
課
人

事
・
採
用
係
☎
０
１
７
‐
７
２

３
‐
４
２
１
１

▽
青
森
県
警
察
採
用
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０
‐
３
３
７

‐
３
１
４

▽
三
戸
警
察
署
☎
22
‐
１
１
３
５

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　
◎サポートセンター（月曜～金曜　午前９時～午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。

誕生

●三田海
あ く あ

玖爽（孝明・春美）／南風張
●三橋虎

とらのすけ

之助（亮太・幸代）／野月
●兵庫さくら（良治・孝代）／下本町
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

お悔やみ
●内沢功雄（77歳）飯豊
●清水サメ（90歳）嘉沢
●川村いね（90歳）川代
●佐藤勇一（72歳）中本町
●宇藤三太郎（87歳）野月
●山沢タケ（95歳）野面
●西野新一郎（78歳）清水頭
●坂本トク（87歳）池振
●菊地正義（83歳）野月
●古郡勝雄（82歳）夏坂
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です



11

●
37
名
の
友
だ
ち
と
の
出
会
い

　

～
１
年
生
を
迎
え
る
会
～

　

田
子
小
学
校
で
は
、
37
名
の

元
気
な
新
入
生
を
迎
え
て
新
年

度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

４
月
26
日
に
は
、
全
校
児
童

に
よ
る
〈
新
入
生
を
迎
え
る
会
〉

を
企
画
委
員
会
の
進
行
で
楽
し

く
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

６
年
生
の
お
兄
さ
ん
や
お
姉

さ
ん
に
手
を
引
か
れ
た
り
、
お

ん
ぶ
さ
れ
た
り
し
て
、
少
し
だ

け
は
に
か
み
な
が
ら
も
、う
れ
し

そ
う
な
笑
顔
で
入
場
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
「
一
年
生
に
な
っ
た

ら
」
を
全
校
で
歌
い
、
２
０
３

名
の
一
体
感
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

２
年
生
の
お
友
だ
ち
が
順
に
、

１
年
生
を
一
人
一
人
紹
介
し
て

い
き
ま
し
た
。
①
得
意
な
こ
と
、

②
好
き
な
食
べ
物
、
③
今
が
ん

ば
っ
て
い
る
こ
と
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

　

３
年
生
か
ら
５
年
生
は
、
応

援
団
ス
タ
イ
ル
の
エ
ー
ル
や
プ

レ
ゼ
ン
ト
、
○
×
ク
イ
ズ
や
ダ

ン
ス
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
１
年
生
が
お
礼
の

発
表
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
田
子
小
学
校
に
入
学
し

て
覚
え
た
、
お
話
の
暗
唱
と
校

歌
を
歌
う
と
い
う
、
す
て
き
な

お
礼
で
し
た
。

　

な
ん
と
、
校
歌
に
は
か
わ
い

ら
し
い
振
り
付
け
が
あ
っ
た
の

で
す
。

　

今
年
も
「
日
本
一
の
あ
い
さ

つ
」
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　

田
子
小
学
校
）

編
集
後
記

　　

６
月
20
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、
今

年
も
ギ
ル
ロ
イ
市
の
高
校
生
が
短
期
研

修
で
田
子
町
を
訪
れ
ま
す
。
ま
た
、
今

年
は
田
子
町
と
ア
メ
リ
カ
の
ギ
ル
ロ
イ

市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
25
周
年
の
年
で

す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
６
月
21
日
に

は
東
京
多
摩
交
響
楽
団
に
よ
る
コ
ン
サ

ー
ト
が
開
催
さ
れ
、
ギ
ル
ロ
イ
市
の
高

校
生
と
一
緒
に
公
演
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

同
楽
団
は
、
新
田
敏
則
指
揮
者
が
若

い
演
奏
家
と
協
力
し
て
活
動
を
始
め
、

前
身
で
あ
る
『
東
京
ア
カ
デ
ミ
ア
交
響

楽
団
』
で
の
活
動
を
含
め
る
と
約
40
年

の
演
奏
歴
と
な
り
ま
す
。
小
・
中
・
高

校
生
の
鑑
賞
教
室
や
自
治
体
な
ど
の
記

念
演
奏
、
町
づ
く
り
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

幅
広
く
活
躍
し
、
平
成
22
年
に
は
田
子

町
を
訪
れ
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
回
も
演
奏
を
楽
し
め
る
だ
け
で
な

く
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
が

指
揮
に
挑
戦
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
生
演
奏
を
聴
き
な

が
ら
、
に
ん
に
く
が
縁
で
結
ば
れ
た
姉

妹
都
市
25
周
年
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
広
報
担
当　

清
水
）

学
校
の
話
題　

 

田
子
小
学
校

　情報スクランブル

木
が
死
ん
で
そ
ば
か
ら
新
芽
は
え
て
来
る 

岩
間
十
三
男

不
揃
い
で
踊
る
園
児
に
大
笑
い 

中
村
春
太
（
春
雄
）

あ
の
世
へ
は
予
約
も
な
に
も
い
り
ま
せ
ん 

石
亀
ひ
ろ
み
（
碩
良
）

快
便
は
朝
一
番
で
快
食
だ 

松
尾
よ
し
夫

ま
ん
な
か
に
朝
日
つ
め
こ
む
に
ぎ
り
め
し 

宮
村　

玉
（
武
彦
）

ケ
チ
ャ
ッ
プ
が
核
心
を
衝
く
オ
ム
ラ
イ
ス 

笹
田
か
な
え

梅
咲
い
た
春
が
き
た
よ
と
さ
さ
や
い
た 

浅
沼　

裕
（
恵
美
）

カ
ラ
フ
ル
に
生
き
て
み
た
い
と
背
伸
び
す
る 

蹴
揚　

舞
（
惠
子
）

世
も
末
の
け
し
き
の
端
に
花
一
輪 

森
田
榮
子

う
ち
は
皆
朝
の
あ
い
さ
つ
か
ら
始
め 

中
村
与
志

車
窓
か
ら
ハ
ミ
ン
グ
載
せ
て
な
び
く
髪 

阿
保
千
枝

定
年
で
妻
に
朝
寝
を
プ
レ
ゼ
ン
ト 

鳴
滝
笑
美
子

ガ
ス
台
で
外
ま
で
臭
う
ク
サ
ヤ
焼
く 

　

荷
軽
井
光
生

お
も
い
っ
き
り
転
ん
だ
し
る
し
顔
に
あ
る 

久
慈
三
太
（
正
良
）

氷
河
期
を
生
き
た
先
祖
に
負
け
る
ま
い 

西
村
吐
夢
（
務
）

予
備
軍
の
病
か
か
え
て
呑
ん
で
ま
す 

北
村
吾
朗（
已
起
男
）

タプコピアン文芸
あさひな川柳吟社（代表　北村已起男）

川
柳
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広
報
た
っ
こ
２
０
１
３
年
６
月
号
（
平
成
25
年
５
月
22
日
発
行
）
通
算
第
６
４
３
号 

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.takko.ao

m
o
ri.jp/　

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
 takko

-info
@

to
w

n.takko.ao
m

o
ri.jp

［
制

作
印

刷
］

有
限

会
社

 赤
坂

コ
ピ

ー
ラ

イ
ツ

ジ
ム

　５月５日に第８回 AOMORI
春フェスティバルに行ってき
たよ。田子町をピーアールし
ながら、県内のおともだちと
いっしょにフェスティバルを
盛り上げたよ。
　ねぶたやよさこいなど、い
ろいろなイベントがあって楽
しかったな♪（文  たっこ王子）

イベント情報

●日　時　５月29日（水）午前０時～午後９時

●当日のイベントプログラム

▽馬場清氏が解説する鹿角街道ウォーキング

▽中村篤史氏によるヒップホップダンス教室

▽青森ワッツ棟方ヘッドコーチによる
　バスケットボール教室

※その他にも様々なイベントをご用意しています。
ふるってご参加
ください。

問田子町チャレ
ンジデー実行委
員会
☎２０－７０７０

はじめてのハッピーバースデイ
平成24年５月に生まれた満１歳のお友だちです。

●堀合春
は る ま

守ちゃん
Ｈ24.5.2
（サンモール・男の子）
いつもニコニコ春守く
ん。お姉ちゃんと仲良
く、元気に育ってね。

●新井田心
こ こ ろ

路ちゃん
Ｈ24.5.11

（向山・女の子）
とても成長が早いここ
ちゃん。お姉ちゃん、
お兄ちゃんに負けない
くらい大きく育って
ね !!

●芦村健
け ん ご

悟ちゃん
Ｈ24.5.29

（向山・男の子）
お誕生日おめでとう。
いつも元気いっぱい
で、みんなを笑わせて
くれる健悟が大好きだ
よ !!

●赤牛煌
き ら な

和ちゃん
Ｈ24.5.25

（杉本・男の子）
いつもやんちゃなきら
くん。優しい子に育っ
てね。

●名前：前田 大樹 22歳
　　　　（まえた　だいき）

●出身地：田子町
●お住まい：  北側
●お勤め先：
　有限会社松本ホンダ販売

町のみなさん
こんにちは ◎趣味や特技は？

高校から始めた弓道で、町の協会に
所属し、高校生の指導や試合に向け
て練習しています。４月の大会では
準優勝できました。

◎田子町の良いところは？
　町で暮らしている人たちが町のこと

をとても愛していて、人柄も良くて
優しく、みんな支え合いながら生活
しているところです。

◎将来の夢や目標は？
　会社に長く勤務し、多くの知識や技

術を学びながら愛される整備士にな
りたいです。

◎町への要望は ?
　田子高校を長く存続できるようにバ

ックアップしてほしいと思います。
◎ひと言
　車のご購入や車検、整備などござい

ましたら、お気軽に松本ホンダまで
お越しください。

春祭りは楽しいな♪

●日　時　６月21日（金）午後６時30分から
●会　場　タプコピアンプラザ
●入場料　大　　　人　２，０００円
　　　　　高校生以下　１，０００円

　チケットのお求め
　ガーリックセンター
　☎３２－３１６５

問役場政策推進課
　☎３２－３１１１　
　内線２１５（中澤）

田子町・ギルロイ市 姉妹都市提携25周年記念
東京多摩交響楽団コンサート チャレンジデー２０１３


